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手編みに関する研究･－一棒針と糸の変化によるベスト試作
　　○千葉よう子＊　吉田清一郎¨

　　(＊fill台白百合短大,＊＊宮城学院女子大)
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　【目的】従来の増し目・減らし目によらない製図を考える基礎的試料を得るための検討を

行う目的として前報1）では、棒針の太さの変化による編み目の大きさとゲージの応用とし

てセーターを試作した。本研究では、毛糸の種類を中細と極細の番手の細い糸について同

様な方法で、中衣着ベストの試作を行った。

　【方法】手編み毛糸は、ベストに合わせて中細毛糸（ウール100%）1本どりと極細（毛35

%アクリル65%）2本どりの２種類の試料で行った。編みゲージの試料は棒針３号から棒針
１０号での号数を用いて、3 0日3 0段の編み地を作成し、その形状や嗜好性を調べた。

さらに、中細１本どりの編み地と極細２本どりの編み地の作品への影響や着用感と手触り

感などの比較を試みた。

　【結果】前回並太毛糸のセーターゲージグラフを作成し、体型に適合した作品を得ること

が出来たので、それの応用として中細・極細を用いてゲージグラフを作成し、中衣ベスト

の試作を行った。その結果、セーターの場合と同様に体型に適合した作品が得られた。市

販毛糸ラベル表示の標準棒針号数は、細針で編むように指示されているが、号数を変化さ

せ棒針の号数を使い分けることによって編み地の形状からの違和感はなく、体型に適合す

る作品へと仕上がった。襟・袖・肩など部位が変化をする箇所には、棒針の太さの変化と
伏せ留めの組み合わせによって対応した。　このことにより編み目を生かした状態での作品

が出来、また編み目に掛かる荷重を分散すると考えられる。ベストの着用感と手触り感は

中細１本どり編み地より極細２本どり編み地のほうが表面が滑らかで、編み地に安定性の

ある形状が認められた。1)千葉、吉田：日本家政学会第5i回大会研究発表要旨*,p.2O3,（19㈱

裏地素材がスカートの着心地と整容性に及ぼす影響
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　（目的）表地素材の多様化の中で、裏地の選択については経験によるところが多く、科学

的なデータに基づく報告は少ないようである。本研究では、若年と中年女性を対象とする

アンケート調査により、裏地に関する認識と衣服の購買行動の関わりの実態を整理した。

更に、タイトスカートの着用実験を例に、裏地の有無および素材の違いが実際の着心地と
外観に及ぼす影響を明らかにし、衣服設計への提言を行うことを目的とした。

　（方法）①調査では、女子大学生（296名）とその母親層（187名）を対象に、裏地に抱く

印象と知識、購買行動について質問した。②伸長特性の異なる表地を２種類用い、裏地な

しと5種の裏地をつけた12種のタイトスカートを作成した。従来型裏地として、1.ｷｭﾌﾟﾗ、

2.ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ、伸縮性織物裏地として、3.ｷｭﾌﾟﾗ軽ｽﾄﾚｯﾁ、4.ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ軽ｽﾄﾚｯﾁ、5.ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ2way

ｽﾄﾚｯﾁを用いた。③裏地の違いによるスカートのはき心地を、17人の被験者がー対比較で

判定し、評価を行った。④③で特徴のみられた6種のスカートを例に、動作の状態をビデ
オで撮影した。官能検査により、表地と裏地の性質が外観に及ぼす影響について考察した。

　（結果）①調査の結果、若年女性では、裏地への知識と関心が少なく、裏地を考慮して衣
服の選択を行っていない傾向がみられ、消費者教育の面からの問題点が明らかとなった。

②着用実験の結果、裏地をつけることで、快適性の向上が認められた。肌触りのよさは裏地の表

面摩擦係数と関係し、動きやすさの評価は、裏地の伸長性能に関与することが考察された。

③外観判定では、伸長性の高い表地のスカートが低い評価となった。伸縮性裏地を用いること
で、外観に及ぼす影響が少なくなることが分かった。


